
様式１「『新しい時代に求められる資質・能力』育成事業」       【小鹿野町立両神小学校】 

 

 

 
 

校種・学年 小学校 第６学年 教科等 理科「電気と私たちのくらし」 

時間・学期（月） １４時間・３学期（１月） 副読本 P９～１３「広げよう！STOP 温暖化」 

準備等 実験道具・タブレット端末・環境に関わる図書 
 

１ ねらい 

身の回りに見られる電気の利用について興味をもち、電気は、手回し発電機などを使って作

り出したり、コンデンサーなどにためたりすることができることや、光、音、熱、運動などに変

換されること、また、発熱については電熱線の太さによって発熱の仕方が変わることを捉えるこ

とができるようにする。更に、電気の性質やはたらきについて推論する能力を育てるとともに、

それらについて理解を図ることができるようにする。 
 

２ 伸ばしたい資質・能力 

○ 様々な情報を活用して、自らの課題を解決する力 

○ 自分が伝えたいことを相手に伝える力 

 

３ 指導計画（全１４時間） 

時間 主な学習活動・内容等 
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○発電の仕組や電気の利用について知っていることを話し合う。 

○自分たちで発電する方法を考え、モーターを回すなどして、発電することができること

を確かめる。 (実験①) 

○手回し発電機で電気を作り、どのように利用できるかを調べる。(実験②) 

○作った電気をどのように利用できるかをまとめる。 

○身の回りに、ためた電気を利用している道具があることを知る。 

○手回し発電機やコンデンサーなどを使って電気をため、ためた電気を利用することがで

きるかを調べる。 

○豆電球と発光ダイオードの電気の働き方の違いを比べ、電気の効率的な利用について調

べる。 

（実験④） 

○身の回りで電気を熱に変えて利用している物を探し、電熱線に電流を流すと、発熱する

ことを調べる。(実験⑤) 

○電熱線の太さを変えると、発熱の仕方がどのように変わるかを調べ、電熱線の太さと発

熱の関係についてまとめる。(実験⑥) 

○電気の性質を利用したおもちゃをつくる。 

○電気のはたらきや利用について、学習したことをまとめる。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

電気と私たちのくらし 
～自分たちにもできるエネルギーの節約～ 



様式１「『新しい時代に求められる資質・能力』育成事業」       【小鹿野町立両神小学校】 

 

４ 本時の学習指導（本時 ７／１４） 

時間 学習活動 留意点 ★冊子の活用等 

5 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

20 
 
 
 
5 
5 
 
 
 
 
5 
 
 
 
 
 
 
 
 
2 
 
 
 
 
 
 
 
 
3 
 

○めあてを確認する。 
 
 
○予想を立てる。 

Ｃ：発光ダイオードのほうが明るく、たくさん電気を使
うことから環境に優しくないと思う。 

Ｃ：発光ダイオードの方がエコと言われているから、豆
電球の方がたくさん電気を使うと思う。 

Ｃ：コンデンサーに同じ量の電気をためて、どちらが長
く光るかを調べればいいと思うよ。 

○コンデンサーにためた電気を使って、豆電球と発光ダイ
オードの点灯時間を比較して調べる。 

 Ｃ：豆電球は１分で消えてしまった。 
 Ｃ：発光ダイオードは５分たってもまだ光っているぞ。 
○実験結果をもとに話し合う。 
○グループで話し合ったものをまとめて発表させる。 
 Ｃ：発光ダイオードのほうが長く光ったから、それだけ

電気を使わずに済むと思いました。 
 Ｃ：豆電球をもっと長く光らせるためには、たくさんの

電気をためなくてはいけない。 
○なぜ少ない電気の量ではたらく方が環境に優しいのか、

副読本も活用しながら根拠をもとに考え、話し合う。 
 Ｃ：電気を作るときに二酸化炭素が発生するらしい。 

Ｃ：わたしたちが電気を使うほど二酸化炭素がたくさん
でき、地球温暖化の原因をつくってしまうんだね。 

 Ｃ：ＬＥＤ照明は白熱電球に比べて８割の省エネができ
ると書いてあるよ。今回の実験結果と似ているね。 

 Ｃ：電気使用量の内訳を見ると、「明かり」は第２位だ。
ＬＥＤに代だけで環境に優しい生活になるんだね。 

○本時のまとめをする。 
 
 
 

Ｃ：使う電気の量が少ないＬＥＤを使えば、電気を作る
ときに発生する二酸化炭素の量を減らすことにつ
ながることがわかった。 

Ｃ：二酸化炭素を出す量が減れば、環境問題である地球
温暖化を防ぐことにつながるんだね。 

○ふり返りをする。 
 Ｃ：ＬＥＤは環境に優しいとは聞いていたけれど、実験

をやってみてその理由がわかりました。 

○電気が光に変わったこと、手回
し発電機で電気を作り、豆電球
や発光ダイオードを点灯させた
ことを想起させ、本時のめあて
へと導く。 

 
 
 
 
 
 
 
○発電機を回す回数を同じにする

ことでコンデンサーに蓄電する
電気の量の条件は同じであるこ
とを押さえる。 

○小グループで話し合わせ、必ず
自分の考えを発表するようにさ
せる。 

○グループごとに、タブレット端
末でまとめたものを教師側に送
信させた後、全面のスクリーン
にプロジェクターで投影しなが
ら発表させる。 

★副読本 P.9～13 で確認する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○一人一人が具体的に振り返るこ

とができるようにする。 
 

５ 他教科等とのつながり ６ 社会とのつながり 

○5 年生家庭科「寒い季節を快適に」 

○6 年生家庭科「暑い季節を快適に」 

○家庭でのできるエネルギー節約 

○蛍養殖をしている講師の環境保全の講話 

○両神山の管理をしている方からの環境保全

のための努力についての講話 
 

７ おすすめのポイント （さらに、効果アップ！） 

○エコライフ DAY を活用し、児童に自分がどれだけ二酸化炭素を削減できているか把握させる。 

○ジュニア・エコタイムス（環境新聞づくり）を通して、児童の環境への意識を高める。 

○タブレット端末を活用して、児童の情報活用能力を育成する。 

なぜ発光ダイオードは豆電球より環境に優しいのだろうか。 
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使う電気の量が少ないので、発光ダイオードの方が環境
に優しい 


